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令和２年 12 月 7 日 

京都市児童療育センター「なないろ」 

職員一同 

☆先日はお忙しいなか、アンケートにご協力いただき、本当にありがとうござい

ました！集計結果についてご報告いたします。 

昨年度同様、皆様から寄せられた励ましの言葉やご意見・ご要望を踏まえ、「な

ないろ」の職員たちで療育や支援についての自己評価を行いました。その内容も

あわせて提示いたします。 

 

今年度はコロナウィルス感染症の影響もあり、通常とは違う療育体制や支援内

容になり、子どもたち始め、保護者の皆様にもご負担やご迷惑をおかけ致しまし

た。まだまだ以前のような形式に戻ることは難しそうではありますが、出来る範

囲の中でよりよい療育が出来るよう職員一同、日々検討しながら進めていきたい

と思います。 

また、療育や支援の充実のためには、子どもたちの一番の専門家である保護者

の皆様や、普段の姿を見ておられる園の先生方との連携が欠かせません。これか

らも・これまで以上に、職員・保護者の皆様・園や就学先の先生方との連携を深

めていきたく思っております。今後とも、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

実施期間：令和 2 年 10 月 10 日～11 月 10 日 

配 布 数：68 

回 収 数：（回収率 68％） 
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質問項目 質問項目

1
子どもの活動等のためのスペースは十分に確保されて
いると思いますか。

14
保護者に対して、家族支援プログラム（ペアレント・
トレーニング等）が行われていると思いますか。

2 職員の配置数や専門性は、適切であると思いますか。 15
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの
健康や発達状況、課題について共通理解ができている
と思いますか。

3
生活空間における机や棚等は、子どもにとって「そこ
で何をするか」がわかりやすいような配置になってい
ると思いますか。

16
保護者に対し、面談や育児に関する助言等の支援が定
期的に行われていると思いますか。

4
施設の設備等は、子どもの特性に応じたバリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切に行われていると思い
ますか。

17
保護者会の開催や、父母の会の活動支援等、保護者同
士の連携が支援されていると思いますか。

5
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いると思いますか。

18
子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対応
の体制が整備されており、それについて子どもや保護
者に周知・説明が行われていると思いますか。

6
生活空間は、子どもたちの活動に合わせた空間となっ
ていると思いますか。

19
相談や申し入れをした際に、迅速かつ適切に対応が行
われていると思いますか。

7
個別支援計画は、子どもと保護者のニーズや課題が客
観的に分析されたうえで作成されていると思います
か。

20
子どもや保護者との意思疎通や、情報伝達のための配
慮がされていますか。

8

個別支援計画には、「児童発達支援ガイドライン」で
示される支援内容から必要な項目が適切に選択されて
おり、かつ具体的な支援内容が設定されていると思い
ますか。

21

子どもや保護者に対し、会報やホームページ等で活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や、業務に関する
自己評価結果が定期的に発信されていると思います
か。

9
個別支援計画に沿った支援が行われていると思います
か。

22
個人情報の取り扱いについて、十分注意されていると
思いますか。

10
日々の支援の中で、活動プログラム（一定の目的で行
われる個々の活動）が固定化しないよう工夫されてい
ると思いますか。

23

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等の策定や、保護者への周知・説明がされ
ており、発生を想定した訓練が行われていると思いま
すか。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、事業所
外の子どもと活動する機会が設けられていると思いま
すか。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他
必要な訓練が行われていると思いますか。

12
運営規定、利用者負担等についての説明は丁寧だと思
いますか。

25 子どもは通所するのを楽しみにされていますか。

13

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供す
べき支援」のねらい・支援内容と、これに基づく個別
支援計画を示しながら、支援内容の説明がされている
と思いますか。

26 事業所の支援に満足していますか。

2020年度　保護者様向けアンケート＆自己評価

～集計結果をご報告いたします～

実施期間：2020年10月10日～11月10日
配布数：68  回収数：46（回収率68％）



各回答の割合

　各質問項目への回答について、回答全体に対する「はい」から「わからない」までの回答の人数（回答
者46名）を示しています（項目内容については、左ページをご参照ください）。
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質問⑪保育所や事業所

外の子どもと活動する

機会

⇒●発達支援とは、そ

の子の発達に合った活

動の提供であると考え、

なないろ内での活動や

友達との交流の充実を

図っています。

質問⑭/⑰家族支援プロ

グラムや、ご家族同士

の連携支援

⇒●日々のお話の中で

助言をさせていただい

ております。年長児の

保護者様については、

就学前の交流イベント

を行っています。

質問㉑会報やホーム

ページ等での情報発信

⇒●ブログを定期的に

更新しています。玄

関・保護者室前に掲示

していますのでご覧く

ださい！

質問㉓/㉔マニュアル

等の策定や避難訓練の

実施

⇒●災害時等のマニュ

アルを策定しています。

避難訓練や消防訓練は、

音や光が児童の負担に

なるため、療育時間外

に実施しています。



ご意見・ご感想

たくさんの意見・ご感想をお寄せくださり、本当にありがとうございました！多くのお声をご紹介させていた
だきます（表現を一部変えたり、抜粋したりしたところがあります）。来年度も、療育の質を高めるために、
職員一同がんばっていきたいと思います。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

いつも楽しい遊びを通して、いろいろな働きかけをして頂き嬉しく思っています。通い始めて6か⽉が経ち、⼦どもの成⻑が
見られ、最近は他の人の話を聞いて、家で話をしてくれるようになり、驚いています。いつも本当にありがとうございます。

今年はコロナの影響で時間が短くなったり、自粛だったりと思うように参加はできませんでしたが、子どもはなないろを楽し
く思っており、残りもできるだけ参加したいと思っています。少しずつですが自分に自信を持ち、相手の気持ちを理解できる
ようになってきました。ありがとうございます。

毎週楽しみにしています。毎回いろいろな設定保育をしていただいているのでありがたいです。

コロナ対策で先生方の仕事も増えて大変な時期に通わせてもらい、ありがとうございます。今まで嫌いで食べなかった野菜も
食べられるようになりました。通うのを楽しみにしているのでこれからもよろしくお願い致します。

コロナの影響で仕方ないとは思いますが、元の時間に戻してほしいです。
いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

今のクラスの人数が少ないので、4,5人のクラスがいいです。

先生たちはとても明るく、毎回子どもと一緒に楽しみながら、遊んだり話したりしながら関わってくださるので息子はなない
ろに行くことを心待ちにしています。何か気になること、悩んだことを相談しやすく、アドバイスもくださるのでありがたい
です。これからもよろしくお願い致します。

担当の先生が1年ごとに変わるので子どものことをどれくらい知ってくれているのか分からなくなるので、同じ話ばかりして
いたらすいません。

コロナでモニターが見えなくなったので、分からないことがあります。「分からない」に回答が多くなったのはコロナの影響
です。子どもは毎週楽しんでいるようです。ありがとうございます。

モニターが見れなくなったことが残念です。口頭でご説明頂くことも、こちらからの相談も話せたりするので十分な対応をし
て頂いていると思っています。もしもモニターがなしのままであれば写真を頂きたいです。いつもありがとうございます。

親が考え込んでも分からないような子どもとの付き合い方についてアドバイスをもらえ、気が楽になっています。このような
時期なので昨年に比べてできることが限られると思いますが今後ともよろしくお願い致します。

いつもありがとうございます。職員の方の細やかで丁寧な対応に感謝しています。

親が⼦どものことを不安に思っていたり、⼼配している部分をまず肯定した上で、どういう⾵に成⻑していったらいいかを、
いつも考えてくださるのでとても助かっています。失敗して落ち込むことも多い我が子です。「大人の失敗している姿を見せ
て「失敗してもいいよ」と分かってもらう、そしたらまた頑張ってできました。」というエピソードを聞いた時はハッとしま
した。いつもは「次はできるよ」と励ますばっかりだったので。子どもとの接し方や声のかけ方がわたし自身変わったと思い
ます。子どもも楽しんで通っています。

いつも話を聞いてくださり、心のつかえが取れ、スッキリしてまた子どもと向き合うことができています。子どもも幼稚園と
は違った姿、少人数ならではの姿を知ることができ、嬉しいかぎりです。

発達障害にも様々な種類、個性に分かれると思いますが、同じような特性を持った保護者、経験者の方と触れ合う機会が欲し
いです。療育の先生方は皆優しく子どもも行くのをとても楽しみにしており、感謝しています。いつもありがとうございま
す。
就学に向けての不安を感じていらっしゃるご家族やお⼦さんたちが我が家も含めて少なくないかと思います。その点で年⻑児
イベントの実施がありがたいです。今後も就学に向けての助言やご相談に乗っていただければありがたいです。今後ともよろ
しくお願いします。



令和2年12月吉日

事業種別名：児童発達支援

事業所名：京都市児童療育センター「なないろ」

評価実施日11月19日

チェック項目 評価
工夫している点、課題をふまえた

改善内容や改善目標等

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

はい 法令で定められたスペースを確保しています。

② 職員の配置数は適切である はい
法令で定められた配置数に加え、児童指導員を一名以上配置する
ことで、個別対応も可能にしています。理学療法士・言語聴覚士
などの非常勤勤務を増やし、専門的な相談にも応じています。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされている

はい

施設内は段差がなく、手すりや点字ブロックがあります。
部屋は、必要に応じてドアやボードで仕切ることができ、集中し
やすい環境です。玩具や掲示物はその都度出すようにし、活動に
集中できる環境作りをしています。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

はい
掃除箇所と手順を定め、職員が毎回の療育ごとに消毒、清掃を
行っています。

⑤
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

はい
療育計画書を毎回作成し、打ち合わせ・振り返りをしています。
定期的にケース会議を実施し、職員全員が課題や目標を共有する
とともに、会議録を作成して振り返りを行っています。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

はい
毎年保護者様向けのアンケートを実施しています。寄せられたご
意見をもとに、業務および療育内容の改善に努めています。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いる

はい
法人ホームページにて、（本事業所のブログ）自己評価結果を保
護者様向けに公開しています。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

はい
現在のところ、内部監査のみ実施しています。今後、実施の必要
性について検討していきます。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

はい
法人内研修の他、外部機関による研修に積極的に参加していま
す。研修に参加した職員が内容を会議で報告することで、知識の
共有を行っています。

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達
支援計画を作成している

はい
事業所内での面談や家庭訪問によるアセスメント、計画更新の時
期に行うケース会議を踏まえ、支援計画を作成しています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

はい
統一したアセスメントシートを使用しています。外部機関での検
査結果に加え、保護者様や外部機関と連携を取り、医療機関や訓
練等の結果について共有し、支援の参考としています。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている

はい
保護者様のご希望やアセスメント結果などを踏まえ、発達支援に
重点を置いて支援計画を作成しています。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている はい
保護者様と話し合い、その都度気になる課題を共有しながら個別
支援会議を実施し、必要に応じて計画の見直しを行っています。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

2020年度　自己評価結果

業
務
改
善

適
切
な
支
援
の
提
供

環
境
・
体
制
整
備

活動プログラムが発達支援として妥当性のあるものとなるよう、
職員同士で実施前・実施後の話し合いを徹底しています。専門職
の意見を取り入れ、議事録を作り、次回の活動プログラムに生か
しています。

はい
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⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している

はい
特性や課題に合わせて、個別の活動と集団での活動を組み合わ
せ、活動に偏りが出ないよう実施しています。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

はい

毎回支援記録を取っています。子どもの言動や様子・職員の支援
とその結果・その支援をした理由（見立て）と結果の評価、疑問
点・今後の関わり案という記録の統一をしています。保護者様や
関係機関との連携内容についても記録しています。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

はい
月に一度モニタリングを実施しています。発達課題の変化や保護
者様からの要望など、必要が生じた際に計画の見直しを行ってい
ます。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

はい
児童発達支援管理責任者および担当者が中心となって参加してい
ます。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っている

はい
地域子どもネットワーク機関の研修に参加し、関係機関と個別
ケースを通じた連携を行っています。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）地域の保健、医
療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し
た支援を行っている

㉔
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）子どもの主治医
や協力医療機関等と連絡体制を整えている

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

はい

併行通園先への訪問と、当センターへの見学を随時実施していま
す。当センター独自の「引き継ぎシート」を用いて、保護者様を
介して支援内容や療育中の様子について就学先との連携も行って
います。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解
を図っている

はい
発達特性や支援内容について書面で報告しています。就学前健診
等の時期に合わせて作成することで、保護者様と就学先との連携
に役立てていただいております。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

はい 他の専門機関の実施する研修に参加しています。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

いいえ
利用児童のほとんどが併行通園しており、必要性が低いと考えら
れることから、実施しておりません。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している

はい
京都市南部障害者自立支援協議会児童部会、伏見区本所地域子ど
もネットワーク連絡会議、深草子ども支援ネットワーク会議等に
参加しています。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いる

はい
療育後に実際の支援内容についてフィードバックを行っていま
す。また、個別面談を随時実施し、ご家庭や通園先での困りごと
などの相談に応じています。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）の支援を行っている

はい
保護者様の会話に参加させていただく中で、関わりのポイントを
お伝えしています。また、療育後や個別面談の際に、ご家庭での
困りごとについて個別に助言を実施しております。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

はい 利用契約時にご説明しています。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得ている

はい
計画更新時に個別面談を実施して計画内容をご説明しています。
アセスメント結果と保護者様からの要望を踏まえて計画を発行し
ています。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい
る

はい
毎回職員が保護者室に同席し、ご家庭や併行通園先での様子につ
いてお話をうかがい、関わりの助言や関係機関との連携を実施し
ています。

現在、医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等
の利用がないため、支援は行っておりません。
アレルギーや持病等について、契約時・アセスメント時に保護者
様に聞き取りを行い、必要な配慮の確認・実施を行っています。

該当
せず

保
護

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

供

職員間で、朝に当日の活動の打ち合わせを行っています。予測さ
れる行動も話し合い、対応の役割分担なども細かく話し合ってい
ます。
療育後は活動内容を振り返り、内容と改善点を記録することで、
活動プログラムの改善に役立てています。

はい
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㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

いいえ
年長児の保護者様が情報交換できる場として、年一回年長児イベ
ントを実施しています。今年度はコロナウィルスの影響で保護者
様のみの参加形式となりました。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

はい
寄せられた相談.・質問・苦情等について、必ず記録を取るととも
に、管理者に報告し、適切な対応を協議したうえで対応していま
す。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

はい ブログを更新し、施設内に掲示しています。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している はい
個人情報の記載された書類・パソコンは、鍵のかかるキャビネッ
トに保管し必ず施錠しています。個人情報にアクセスできる端末
には、パスワードを設定しています。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしている

はい
視覚支援の実施、文書化、書類の読み上げなど、情報伝達のため
の配慮を実施しています。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

はい
今年度はコロナウィルスの影響で開催を実施することが出来ませ
んでした。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
る

はい
毎年各マニュアルの見直しと改定を行い、職員に周知していま
す。災害時の対応等については、保護者様にも周知しています。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

はい 年2回、定期的に避難訓練を実施しています。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

はい
ヒヤリハットが起きた当日に報告書を作成し、対策等を全職員で
共有しています。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

はい
虐待防止マニュアルを策定し、周知を徹底しています。虐待防止
の研修には、原則として全員が参加しています。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計
画に記載している

該当
せず

身体拘束は原則として行っていません。

※この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
　京都老人福祉協会ホームページの「情報公開」のページにて公開されています。

契約時・アセスメント時に保護者様に聞き取りを行っています。
具体的なアレルギーのある場合は、毎回のおやつ時に直接確認し
ていただいています。

はい
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令和 2 年 2 月 3 日 

京都市児童療育センター「なないろ」 

職員一同 

 

☆先日はお忙しい中、アンケートにご協力いただき、本当にありがとうございま

した。集計結果についてご報告いたします。 

今回、皆様から寄せられた励ましの言葉やご意見・ご要望を踏まえ、「なない

ろ」の療育や支援についての自己評価を行いました。その内容もあわせて提示い

たします。 

今年度、子どもを取り巻く環境が安心安全であるように、警察署の方の協力を

得て、交通安全の基礎について再確認を行い、郊外での療育に活かせるよう取り

組んできました。 

今後も、子どもたちの姿について職員同士で話し合い、支援する力を高める時

間、適切な関わりを検討する時間をこれまで以上に増やしていく必要があると思

っています。 

また、療育や支援の充実のためには、子どもたちの一番の専門家である保護者

の皆様や、普段の姿を見ておられる園の先生方との連携が欠かせません。これか

らも・これまで以上に、職員・保護者の皆様・園や就学先の先生方との連携を深

めていきたく思っております。今後とも、何とぞよろしくお願い申し上げます。 
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質問項目 質問項目

1
子どもの活動等のためのスペースは十分に確保されて
いると思いますか。

14
保護者に対して、家族支援プログラム（ペアレント・
トレーニング等）が行われていると思いますか。

2 職員の配置数や専門性は、適切であると思いますか。 15
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの
健康や発達状況、課題について共通理解ができている
と思いますか。

3
生活空間における机や棚等は、子どもにとって「そこ
で何をするか」がわかりやすいような配置になってい
ると思いますか。

16
保護者に対し、面談や育児に関する助言等の支援が定
期的に行われていると思いますか。

4
施設の設備等は、子どもの特性に応じたバリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切に行われていると思い
ますか。

17
保護者会の開催や、父母の会の活動支援等、保護者同
士の連携が支援されていると思いますか。

5
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いると思いますか。

18
子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対応
の体制が整備されており、それについて子どもや保護
者に周知・説明が行われていると思いますか。

6
生活空間は、子どもたちの活動に合わせた空間となっ
ていると思いますか。

19
相談や申し入れをした際に、迅速かつ適切に対応が行
われていると思いますか。

7
個別支援計画は、子どもと保護者のニーズや課題が客
観的に分析されたうえで作成されていると思います
か。

20
子どもや保護者との意思疎通や、情報伝達のための配
慮がされていますか。

8

個別支援計画には、「児童発達支援ガイドライン」で
示される支援内容から必要な項目が適切に選択されて
おり、かつ具体的な支援内容が設定されていると思い
ますか。

21

子どもや保護者に対し、会報やホームページ等で活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や、業務に関する
自己評価結果が定期的に発信されていると思います
か。

9
個別支援計画に沿った支援が行われていると思います
か。

22
個人情報の取り扱いについて、十分注意されていると
思いますか。

10
日々の支援の中で、活動プログラム（一定の目的で行
われる個々の活動）が固定化しないよう工夫されてい
ると思いますか。

23

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応
マニュアル等の策定や、保護者への周知・説明がされ
ており、発生を想定した訓練が行われていると思いま
すか。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、事業所
外の子どもと活動する機会が設けられていると思いま
すか。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他
必要な訓練が行われていると思いますか。

12
運営規定、利用者負担等についての説明は丁寧だと思
いますか。

25 子どもは通所するのを楽しみにされていますか。

13

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供す
べき支援」のねらい・支援内容と、これに基づく個別
支援計画を示しながら、支援内容の説明がされている
と思いますか。

26 事業所の支援に満足していますか。

2019年度　保護者様向けアンケート＆自己評価

～集計結果をご報告いたします～

実施期間：2019年12月2日～12月14日
配布数：71  回収数：66（回収率93％）



各回答の割合

　各質問項目への回答について、回答全体に対する「はい」から「わからない」までの回答の割合（％）を示
しています（項目内容については、左ページをご参照ください）。
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質問15
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質問20

質問21

質問22

質問23

質問24

質問25

質問26

質問⑭/⑰家族支援プ

ログラムや、ご家族

同士の連携支援

⇒●日々のお話の中

で助言をさせていた

だいております。年

長児の保護者様につ

いては、就学前の交

流イベントを行って

います。

質問㉑会報やホーム

ページ等での情報発

信

⇒●ブログを定期的

に更新しています。

事務室前・保護者室

前に掲示しています

のでご覧ください！

質問㉓/㉔マニュアル

等の策定や避難訓練

の実施

⇒●災害時等のマ

ニュアルを策定して

います。避難訓練や

消防訓練は、音や光

が児童の負担になる

ため、療育時間外に

実施しています。



ご意見・ご感想

たくさんの意見・ご感想をお寄せくださり、本当にありがとうございました！多くのお声をご紹介させていただ
きます（表現を一部変えたり、抜粋したりしたところがあります）。来年度も、療育の質を高めるために、職員
一同がんばっていきたいと思います。今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。

いつも子どもや親の気持ちに寄り添ってくださり、とても感謝しています。

親の不安を取り除いていただいたり、園との連携を取ってもらえたりとてもありがたいです。

療育中に廊下などで話をするのですが、子どもが気になって寄ってきてしまいなかなか集中して聞けないことが多いです。も
う少し落ち着いて、最近の傾向や対処法など、場合によっては別日になっても構いませんので、お話しできるとありがたいで
す。

もっと親同士の（保護者会などの）開催等を作っていただけたら個人的にはとっても嬉しいです。わからないことや聞いてみ
たいことがあったりするので先輩や先生とのつながりがほしかったりします。

同じ悩みを持つ親御さん同士で話せることは親にとって本当にありがたいです。

先生方の丁寧な関わりのおかげで楽しんで通ってくれています。

子どもにとって療育に通わせてもらうことは本当にありがたいことだとは思うのですが、⺟親の気持ちを吐き出すようなとこ
ろが必要かな、と思います。我が子が今後どうなっていくのか、など経験者の方からのお話を聞くような場、もしくはそのよ
うな場の紹介があればとてもありがたいと思います。

隔週の振替をもう少し利用させてもらえたらいいなと思います。

毎週楽しみに通ってくれて親としてとても嬉しいです。

個別支援計画についての園との連絡をもう少し密にしてもらいたいです。

週1回のなないろさんの日を楽しみにしています。楽しい時間はすぐに終わってしまうので、気持ちあと少し時間が⻑ければ
なあと思います。

日々の育児の悩みや幼稚園での生活などの相談に乗ってもらって対応してもらえるのでとても助かっています。

いつもありがとうございます。適切な支援をしていただいているおかげさまで、順調に成⻑していると感じています。

通う前と比べると言葉や行動面がかなり伸びてきているな、と感じています。

幼稚園生活での不安点にも相談に乗ってもらい、助言していただけるので、本当に感謝しています。

きっかけが発語の子どもさんも多いように思いました。不安な親御さんもいらっしゃいましたので、言葉の面でのフォローが
もっと身近にあると嬉しいです。
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事業種別名：児童発達支援

事業所名：京都市児童療育センター「なないろ」

評価実施日：令和元年11月21日

チェック項目 評価
工夫している点、課題をふまえた

改善内容や改善目標等

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

はい 法令で定められたスペースを確保しています。

② 職員の配置数は適切である はい
法令で定められた配置数に加え、児童指導員を一名以上配置する
ことで、個別対応も可能にしています。理学療法士・言語聴覚士
などの非常勤勤務を増やし、専門的な相談にも応じています。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされている

はい

施設内は段差がなく、手すりや点字ブロックがあります。
部屋は、必要に応じてドアやボードで仕切ることができ、集中し
やすい環境です。活動に集中できるよう、玩具や掲示物等は必要
最低限にしています。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

はい 掃除箇所と手順を定め、職員が毎日掃除・消毒を行っています。

⑤
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

はい
療育前の打ち合わせ・療育後の振り返りを徹底しています。定期
的にケース会議を実施し、職員全員が課題や目標を共有するとと
もに、会議録を作成して振り返りを行っています。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

はい
毎年保護者様向けのアンケートを実施しています。寄せられたご
意見をもとに、業務および療育内容の改善に努めています。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いる

はい
法人ホームページにて、自己評価結果を保護者様向けに公開して
います。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

はい
現在のところ、内部監査のみ実施しています。今後、実施の必要
性について検討していきます。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

はい
法人内研修の他、外部機関による研修に積極的に参加していま
す。研修に参加した職員が内容を会議で報告することで、知識の
共有を行っています。

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達
支援計画を作成している

はい
事業所内での面談や家庭訪問によるアセスメント、計画更新の時
期に行うケース会議を踏まえ、支援計画を作成しています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

はい
統一したアセスメントシートを使用しています。外部機関での検
査結果に加え、保護者様や外部機関と連携を取り、医療機関や訓
練等の結果について共有し、支援の参考としています。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている

はい
保護者様のご希望やアセスメント結果などを踏まえ、発達支援に
重点を置いて支援計画を作成しています。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている はい
ご利用時に保護者様と話し合い、個別支援会議を実施し、必要に
応じて計画の見直しを行っています。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している

はい
特性や課題に合わせて、個別の活動と集団での活動を組み合わ
せ、活動に偏りが出ないよう実施しています。

2019年度　自己評価結果

業
務
改
善

適
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活動プログラムが発達支援として妥当性のあるものとなるよう、
職員同士で実施前・実施後の話し合いを徹底しています。専門職
の意見を取り入れ、議事録を作り、次回の活動プログラムに生か
しています。

はい
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⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

はい
毎回支援記録を取り、療育前に確認しています。保護者様や関係
機関との連携内容についても記録しています。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

はい
月に一度モニタリングを実施しています。発達課題の変化や保護
者様からの要望など、必要が生じた際に計画の見直しを行ってい
ます。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

はい
児童発達支援管理責任者および担当者が中心となって参加してい
ます。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っている

はい
地域子どもネットワーク機関の研修に参加し、関係機関と個別
ケースを通じた連携を行っています。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）地域の保健、医
療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し
た支援を行っている

㉔
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）子どもの主治医
や協力医療機関等と連絡体制を整えている

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

はい

併行通園先への訪問と、当センターへの見学を随時実施していま
す。当センター独自の「引き継ぎシート」を用いて、保護者様を
介して支援内容や療育中の様子について就学先との連携も行って
います。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解
を図っている

はい
発達特性や支援内容について書面で報告しています。就学前健診
等の時期に合わせて作成することで、保護者様と就学先との連携
に役立てていただいております。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

はい 他の専門機関の実施する研修に参加しています。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

いいえ
利用児童のほとんどが併行通園しており、必要性が低いと考えら
れることから、実施しておりません。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している

はい
京都市南部障害者自立支援協議会児童部会、伏見区本所地域子ど
もネットワーク連絡会議、深草子ども支援ネットワーク会議等に
参加しています。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いる

はい
当日の療育の狙いをお伝えし、療育後には実際の支援内容につい
てフィードバックを行っています。また、個別面談を随時実施
し、ご家庭での困りごとなどの相談に応じています。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）の支援を行っている

はい
保護者様の会話に参加させていただく中で、関わりのポイントを
お伝えしています。また、療育後や個別面談の際に、ご家庭での
困りごとについて個別に助言を実施しております。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

はい 利用契約時にご説明しています。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得ている

はい
計画更新時に個別面談を実施して計画内容をご説明しています。
アセスメント結果と保護者様からの要望を踏まえて計画を発行し
ています。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい
る

はい
毎回職員が保護者室に同席し、ご家庭や併行通園先での様子につ
いてお話をうかがい、関わりの助言や関係機関との連携を実施し
ています。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

いいえ
年長児の保護者様が情報交換できる場として、年一回年長児イベ
ントを実施しています。今後、年長児以外の保護者様について
も、連携を深められるような機会を設けていく予定です。

保
護
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へ
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と
の
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職員間で、当日の活動の打ち合わせを行っています。
療育後は活動内容を振り返り、内容と改善点を記録することで、
活動プログラムの改善に役立てています。

はい

現在、医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等
の利用がないため、支援は行っておりません。
アレルギーや持病等について、契約時・アセスメント時に保護者
様に聞き取りを行い、必要な配慮の確認・実施を行っています。

該当
せず
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㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

はい
寄せられた相談.・質問・苦情等について、必ず記録を取るととも
に、管理者に報告し、適切な対応を協議したうえで対応していま
す。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

はい ブログを更新し、施設内に掲示しています。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している はい
個人情報の記載された書類は、鍵のかかるキャビネットに保管し
必ず施錠しています。個人情報にアクセスできる端末には、パス
ワードを設定しています。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしている

はい
視覚支援の実施、文書化、書類の読み上げなど、情報伝達のため
の配慮を実施しています。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

はい
法人内事業所や地域の関係機関と共催の講演会を毎年実施し、地
域の方々にも参加いただいています。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
る

はい
毎年各マニュアルの見直しと改定を行い、職員に周知していま
す。災害時の対応等については、保護者様にも周知しています。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

はい 年2回、定期的に避難訓練を実施しています。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

はい
ヒヤリハットが起きた当日に報告書を作成し、対策等を全職員で
共有しています。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

はい
虐待防止マニュアルを策定し、周知を徹底しています。虐待防止
の研修には、原則として全員が参加しています。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計
画に記載している

該当
せず

身体拘束は原則として行っていません。

非
常
時
等
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※この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
　京都老人福祉協会ホームページの「情報公開」のページにて公開されています。

契約時・アセスメント時に保護者様に聞き取りを行っています。
具体的なアレルギーのある場合は、毎回のおやつ時に直接確認し
ていただいています。

はい
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平成 30 年度 保護者様向けアンケート＆自己評価 

〜集計結果報告〜 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

平成 30 年 12 月 17 日 

京都市児童療育センター「なないろ」 

職員一同 

☆先日はお忙しいなか、アンケートにご協力いただき、本当にありがとうござい

ました！集計結果についてご報告いたします。 

昨年度同様、皆様から寄せられた励ましの言葉やご意見・ご要望を踏まえ、「な

ないろ」の職員たちで療育や支援についての自己評価を行いました。その内容も

あわせて提示いたします。 

今年度「なないろ」では、よりよい療育や支援のあり方を探るため、いくつか

の新しい試みを実施しました。法人内外の講師を招いての職員研修を定期的に開

催しています。また、就学を控えた保護者様同士が情報交換できる場として、年

長児イベントを実施しました。 

今後も、子どもたちの姿について職員同士で話し合い、支援する力を高める時

間、適切な関わりを検討する時間をこれまで以上に増やしていく予定です。 

また、療育や支援の充実のためには、子どもたちの一番の専門家である保護者

の皆様や、普段の姿を見ておられる園の先生方との連携が欠かせません。これか

らも・これまで以上に、職員・保護者の皆様・園や就学先の先生方との連携を深

めていきたく思っております。今後とも、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

実施期間：平成 30 年 11 月 1 日～11 月 30 日 

配 布 数：74 

回 収 数：37（回収率 50％） 



質問項目 質問項目

1
子どもの活動等のためのスペースは十分に確保されている
と思いますか。

14
保護者に対して、家族支援プログラム（ペアレント・トレーニ
ング等）が行われていると思いますか。

2 職員の配置数や専門性は、適切であると思いますか。 15
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康
や発達状況、課題について共通理解ができていると思いま
すか。

3
生活空間における机や棚等は、子どもにとって「そこで何を
するか」がわかりやすいような配置になっていると思います
か。

16
保護者に対し、面談や育児に関する助言等の支援が定期
的に行われていると思いますか。

4
施設の設備等は、子どもの特性に応じたバリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切に行われていると思います
か。

17
保護者会の開催や、父母の会の活動支援等、保護者同士
の連携が支援されていると思いますか。

5
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると
思いますか。

18
子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対応の体
制が整備されており、それについて子どもや保護者に周
知・説明が行われていると思いますか。

6
生活空間は、子どもたちの活動に合わせた空間となってい
ると思いますか。

19
相談や申し入れをした際に、迅速かつ適切に対応が行わ
れていると思いますか。

7
個別支援計画は、子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析されたうえで作成されていると思いますか。

20
子どもや保護者との意思疎通や、情報伝達のための配慮
がされていますか。

8
個別支援計画には、「児童発達支援ガイドライン」で示され
る支援内容から必要な項目が適切に選択されており、かつ
具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

21
子どもや保護者に対し、会報やホームページ等で活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や、業務に関する自己評
価結果が定期的に発信されていると思いますか。

9 個別支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 22
個人情報の取り扱いについて、十分注意されていると思い
ますか。

10
日々の支援の中で、活動プログラム（一定の目的で行われ
る個々の活動）が固定化しないよう工夫されていると思いま
すか。

23
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等の策定や、保護者への周知・説明がされてお
り、発生を想定した訓練が行われていると思いますか。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、事業所外の
子どもと活動する機会が設けられていると思いますか。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要
な訓練が行われていると思いますか。

12
運営規定、利用者負担等についての説明は丁寧だと思い
ますか。

25 子どもは通所するのを楽しみにされていますか。

13
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」のねらい・支援内容と、これに基づく個別支援計画を
示しながら、支援内容の説明がされていると思いますか。

26 事業所の支援に満足していますか。

実施期間：平成30年11月1日～11月30日
配布数：74  回収数：37（回収率50％）

平成30年度　保護者様向けアンケート＆自己評価

～集計結果をご報告いたします～



　各質問項目への回答について、回答全体に対する「はい」から「わからない」までの回答の割合
（％）を示しています（項目内容については、左ページをご参照ください）。
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質問⑪保育所や事業所

外の子どもと活動する

機会について

⇒●発達支援とは、そ

の子の発達に合った活

動の提供であると考え、

なないろ内での活動や

友達との交流の充実を

図っています。

質問㉓/㉔マニュアル

等の策定や、避難訓練

の実施について

⇒●災害時等のマニュ

アルを策定しています。

避難訓練や消防訓練は、

音や光が児童の負担に

なるため、療育時間外

に実施しています。

質問⑭/⑰家族支援プ

ログラムの実施や、ご

家族同士の連携支援に

ついて

⇒●日々のお話の中で

助言をさせていただい

ております。年長児の

保護者様については、

就学前の交流イベント

を行っています。

質問㉑会報やホーム

ページ等での情報発信

⇒●ブログを定期的に

更新しています。事務

室前・保護者室前に掲

示していますので、ぜ

ひご覧ください！



いただいたご意見

言語の先生がたまにきてくれると嬉しいです。先生方の普段の声かけは大変参考になり
ますが自宅での言葉かけ等で専門的なお話を聞ける機会があれば…。言葉の面を気にさ
れている保護者の方はすごく多いと感じます。

子供が「毎日なないろだったらいいな」と言っており、走り回ったり思い切り体を動か
して遊ばせてもらいとても助かります。外に連れ出してもらえるのもいいですね。

子育てについてわからない事が多い中、適切な方法・手段等を教えてくれるのは有難
い。子ども自身が楽しんで来ている事が何より大切だと思うし、それができていると思
う。

質問項目の内容をもうすこし簡単な言葉だと分かりやすい気がします。答えの選択肢が
選びにくい気がしました。「どちらかと言えばそう思う」等があれば回答しやすかった
です。

子供が毎日楽しそうに通っています。何より（母）私が、ここに通うことで、理解でき
たことや、知れた事、がたくさんあり、心が落ち着けるための場所にもなっています。
子供と私にとって大切な居場所を作って下さり、いつもいつもありがとうございます。

（項目1について）もう少し広い所で、のびのびと走らせてあげたい。

☆いただいたご意見を参考に、今後も子どもたちを支える力を高めていきたいと思います。
ご協力、まことにありがとうございました！

京都市児童療育センター「なないろ」
職員一同



事業種別名：児童発達支援

事業所名：京都市児童療育センター「なないろ」

評価実施日：平成30年10月31日

公開日：平成30年12月17日

チェック項目 評価
工夫している点、課題をふまえた

改善内容や改善目標等

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

はい 法令で定められたスペースを確保しています。

② 職員の配置数は適切である はい
法令で定められた配置数に加え、児童指導員を一名以上配置する
ことで、個別対応も可能にしています。また、理学療法士など専
門職の非常勤勤務を増やし、専門的な相談にも応じています。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされている

はい
施設内は段差がなく、必要箇所に手すりや点字ブロックが設置さ
れています。集中して活動できるよう、玩具や掲示物等は必要最
低限にしています。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

はい 掃除箇所と手順を定め、職員が毎日掃除・消毒を行っています。

⑤
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

はい
療育前の打ち合わせ・療育後の振り返りを徹底しています。定期
的にケース会議を実施し、職員全員が課題や目標を共有するとと
もに、会議録を作成して振り返りを行っています。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

はい
毎年保護者様向けのアンケートを実施しています。寄せられたご
意見をもとに、業務および療育内容の改善に努めています。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いる

はい
法人ホームページ（本事業所のブログ）にて、自己評価結果を保
護者様向けに公開しています。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

はい
現在のところ、内部監査のみ実施しています。今後、実施の必要
性について検討していきます。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

はい
法人内研修の他、外部機関による発達支援研修への積極的な参加
を促しています。また、研修に参加した職員が内容を会議で報告
することで、知識の共有を行っています。

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達
支援計画を作成している

はい
事業所内での面談や家庭訪問によるアセスメントや、計画更新の
時期に行うケース会議を踏まえて支援計画を作成しています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

はい
統一したアセスメントシートを使用しています。外部機関での検
査結果に加え、保護者様や外部機関と連携を取り、医療機関や訓
練等の結果について共有し、支援の参考としています。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている

はい
保護者様のご希望やアセスメント結果などを踏まえ、発達支援に
重点を置いて支援計画を作成しています。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている はい
日々保護者様と話し合うとともに、個別支援会議を実施し、必要
に応じて計画の見直しを行っています。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している

はい
特性や課題に合わせて、個別の活動と集団での活動を組み合わ
せ、活動に偏りが出ないよう実施しています。

平成30年度　自己評価結果

業
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活動プログラムが発達支援として妥当性のあるものとなるよう、
職員同士で実施前・実施後の話し合いを徹底しています。毎回記
録を取り、次回の活動プログラムに生かしています。

はい



⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

はい
毎回支援記録を取り、療育前に確認しています。保護者様や関係
機関との連携内容についても記録しています。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

はい
月に一度モニタリングを実施しています。発達課題の変化や保護
者様からの要望など、必要が生じた際に計画の見直しを行ってい
ます。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

はい
児童発達支援管理責任者および担当者が中心となって参加してい
ます。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っている

はい
地域子どもネットワーク機関の研修に参加し、関係機関と個別
ケースを通じた連携を行っています。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）地域の保健、医
療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し
た支援を行っている

㉔
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）子どもの主治医
や協力医療機関等と連絡体制を整えている

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

はい

併行通園先訪問・当センターへの見学による連携を随時実施して
います。また、当センター独自の「振り返りシート」を用いて、
保護者様を介して支援内容や療育中の様子について就学先との連
携も行っています。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解
を図っている

はい
発達特性や支援内容について書面で報告しています。就学前健診
等の時期に合わせて作成することで、保護者様と就学先との連携
に役立てていただいております。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

はい 他の専門機関の実施する研修に参加しています。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

いいえ
利用児童のほとんどが併行通園しており、必要性が低いと考えら
れることから、実施しておりません。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している

はい
京都市南部障害者自立支援協議会児童部会、伏見区本所地域子ど
もネットワーク連絡会議、深草子ども支援ネットワーク会議等に
参加しています。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いる

はい
当日の療育の狙いをお伝えし、療育後には実際の支援内容につい
てフィードバックを行っています。また、個別面談を随時実施
し、ご家庭での困りごとなどの相談に応じています。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）の支援を行っている

はい
保護者様の会話に参加させていただく中で、関わりのポイントを
お伝えしています。また、療育後や個別面談の際に、ご家庭での
困りごとについて個別に助言を実施しております。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

はい 利用契約時にご説明しています。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得ている

はい
計画更新時に個別面談を実施して計画内容をご説明しています。
アセスメント結果と保護者様からの要望を踏まえて計画を発行し
ています。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい
る

はい
毎回職員が保護者室に同席し、ご家庭や併行通園先での様子につ
いてお話をうかがい、関わりの助言や関係機関との連携を実施し
ています。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

いいえ
年長児の保護者様が情報交換できる場として、年一回年長児イベ
ントを実施しています。今後、年長児以外の保護者様について
も、連携を深められるような機会を設けていく予定です。

保
護
者
へ
の

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

療育を実施する職員間で、当日の活動の打ち合わせを行っていま
す。
療育後は活動内容について振り返りを実施し、内容と改善点を記
録することで、活動プログラムを改善し、より効果的かつ楽しめ
るものになるよう役立てています。

はい

現在、医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等
の利用がないため、支援は行っておりません。
アレルギーや持病等については、契約時・アセスメント時に保護
者様に聞き取りを行い、必要な配慮の確認・実施を行っていま
す。

該当
せず



㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

はい
寄せられた相談.・質問・苦情等について、必ず記録を取るととも
に、管理者に報告し、適切な対応を協議したうえで対応していま
す。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

はい 毎月ブログを更新し、施設内に掲示しています。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している はい
個人情報の記載された書類は、鍵のかかるキャビネットに保管
し、施錠を徹底しています。個人情報にアクセスできる端末に
は、パスワードを設定しています。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしている

はい
視覚支援の実施、文書化、書類の読み上げなど、情報伝達のため
の配慮を実施しています。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

はい
法人内事業所や地域の関係機関と共催の講演会を毎年実施し、地
域の方々にも参加いただいています。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
る

はい
毎年各マニュアルの見直しと改定を行い、職員に周知していま
す。今後は保護者様にも周知していく予定です。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

はい 年2回、定期的に避難訓練を実施しています。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

はい
ヒヤリハットが起きた当日に報告書を作成し、対策等を全職員で
共有しています。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

はい
虐待防止マニュアルを策定し、周知を徹底しています。虐待防止
の研修には、原則として全員が参加しています。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計
画に記載している

該当
せず

身体拘束は原則として行っていません。

※この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。
　京都老人福祉協会ホームページの「情報公開」のページにて公開されています。

契約時・アセスメント時に保護者様に聞き取りを行っています。
また、毎回のおやつ時に直接確認していただいています。
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平成 29 年度 



平成 29 年度 保護者様向けアンケート＆自己評価 

〜集計結果報告〜 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 3 月 15 日 

京都市児童療育センター「なないろ」 

職員一同 

 

☆先日はお忙しいなか、アンケートにご協力いただき、本当にありがとうございま

した！集計結果についてご報告いたします。 

今回、皆様から寄せられた励ましの言葉やご意見・ご要望を踏まえ、「なないろ」

の職員たちで療育や支援についての自己評価を行いました。その内容もあわせて提

示いたします。 

「なないろ」では、これからもよりよい療育や支援のあり方を探っていきます。

子どもたちの姿について職員同士で話し合う時間、適切な関わりについて検討する

時間をこれまで以上に増やしていく予定です。 

また、療育や支援の充実のためには、子どもたちの一番の専門家である保護者の

皆様や、普段の姿を見ておられる園の先生方との連携が欠かせません。これから

も・これまで以上に、職員・保護者の皆様・園や就学先の先生方との連携を深めて

いきたく思っております。今後とも、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

実施期間：平成 30 年 1 月 31 日～2 月 16 日 

配 布 数：68 

回 収 数：59（回収率 87％） 



質問項目 質問項目

1
子どもの活動等のためのスペースは十分に確保されてい
ると思いますか。

14
保護者に対して、家族支援プログラム（ペアレント・トレーニ
ング等）が行われていると思いますか。

2 職員の配置数や専門性は、適切であると思いますか。 15
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの健康
や発達状況、課題について共通理解ができていると思い
ますか。

3
生活空間における机や棚等は、子どもにとって「そこで何
をするか」がわかりやすいような配置になっていると思いま
すか。

16
保護者に対し、面談や育児に関する助言等の支援が定期
的に行われていると思いますか。

4
施設の設備等は、子どもの特性に応じたバリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切に行われていると思います
か。

17
保護者会の開催や、父母の会の活動支援等、保護者同士
の連携が支援されていると思いますか。

5
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている
と思いますか。

18
子どもや保護者からの相談や申し入れについて、対応の
体制が整備されており、それについて子どもや保護者に周
知・説明が行われていると思いますか。

6
生活空間は、子どもたちの活動に合わせた空間となってい
ると思いますか。

19
相談や申し入れをした際に、迅速かつ適切に対応が行わ
れていると思いますか。

7
個別支援計画は、子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析されたうえで作成されていると思いますか。

20
子どもや保護者との意思疎通や、情報伝達のための配慮
がされていますか。

8
個別支援計画には、「児童発達支援ガイドライン」で示され
る支援内容から必要な項目が適切に選択されており、か
つ具体的な支援内容が設定されていると思いますか。

21
子どもや保護者に対し、会報やホームページ等で活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や、業務に関する自己
評価結果が定期的に発信されていると思いますか。

9
個別支援計画に沿った支援が行われていると思います
か。

22
個人情報の取り扱いについて、十分注意されていると思い
ますか。

10
日々の支援の中で、活動プログラム（一定の目的で行わ
れる個々の活動）が固定化しないよう工夫されていると思
いますか。

23
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアル等の策定や、保護者への周知・説明がされてお
り、発生を想定した訓練が行われていると思いますか。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、事業所外
の子どもと活動する機会が設けられていると思いますか。

24
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必
要な訓練が行われていると思いますか。

12
運営規定、利用者負担等についての説明は丁寧だと思い
ますか。

25 子どもは通所するのを楽しみにされていますか。

13
児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき
支援」のねらい・支援内容と、これに基づく個別支援計画を
示しながら、支援内容の説明がされていると思いますか。

26 事業所の支援に満足していますか。

アンケート項目内容



　各質問項目への回答について、回答全体に対する「はい」から「わからない」までの回答の割合
（％）を示しています（項目内容については、左ページをご参照ください）。
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質問⑪「保育所や認定こども

園、幼稚園等との交流や、事

業所外の子どもと活動する機

会が設けられていると思いま

すか。」

⇒●発達支援には「その子の

発達に合った活動」の提供が

重要と考え、なないろ内での

活動や、なないろの友達との

交流の充実を図っています。

質問㉓「マニュアル等の策定

や、保護者への周知・説明が

されており、発生を想定した

訓練が行われていると思いま

すか。」＋質問㉔「定期的に

避難、救出、その他必要な訓

練が行われていると思います

か。」

⇒●訓練時の音や光が子ども

の負担になることから、療育

時間外に職員のみでの避難訓

練・消防訓練を実施していま

す。

質問⑭「保護者に対して、家

族支援プログラム（ペアレン

ト・トレーニング等）が行わ

れていると思いますか。」＋

質問⑰「保護者同士の連携が

支援されていると思います

か。」

⇒●毎回の療育後にお話をさ

せていただいています。これ

からも、保護者の皆様と連携

しながら、子どもたちの発達

を支援していく所存です。ご

協力よろしくお願いいたしま

す。

質問㉑「会報やホームページ

等で活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報や、業務に関

する自己評価結果が定期的に

発信されていると思います

か。」

⇒●毎月「なないろブログ」

を更新し、事務室前・保護者

室前に掲示しています。ぜひ

ご覧ください。



事業種別名：児童発達支援

事業所名：京都市児童療育センター「なないろ」

評価実施日：平成30年2月14日

公開日：平成30年3月15日

チェック項目 評価 工夫している点、課題をふまえた改善内容や改善目標等

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

はい 法令で定められたスペースを確保しています。

② 職員の配置数は適切である はい
法令で定められた配置数に加え、児童指導員を一名以上配置して
います。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされている

はい
施設内は段差がなく、必要箇所に手すりや点字ブロックが設置さ
れています。また、集中して活動できるよう、玩具や掲示物等は
必要最低限にしています。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

はい 掃除箇所と手順を定め、職員が毎日掃除・消毒を行っています。

⑤
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

はい

毎回の療育前の打ち合わせ、および療育後の振り返りを徹底して
います。また、毎月ケース会議を実施し、担当者だけでなく職員
全員が課題や目標を共有しています。また、会議録を作成してい
ます。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

はい
保護者様向けのアンケートを実施し、いただいた意見をもとに、
業務改善・療育内容の改善に努めています。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも
に、その結果による支援の質の評価及び改善の内
容を、事業所の会報やホームページ等で公開して
いる

はい
法人ホームページ（本事業所のブログ）にて、自己評価結果を保
護者様向けに公開しています。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

はい
現在のところ、内部監査のみ実施しています。今後、実施の必要
性について検討していきます。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

はい
法人内研修の他、外部機関による発達支援研修への積極的な参加
を促しています。また、研修に参加した職員が内容を会議で報告
することで、知識の共有を行っています。

⑩
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達
支援計画を作成している

はい
事業所内での面談や家庭訪問によるアセスメントや、計画更新の
時期に行うケース会議を踏まえて支援計画を作成しています。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

はい

統一したアセスメントシートを使用するとともに、外部機関での
検査結果を参考にしています。保護者様や外部機関と連携を取
り、医療機関や訓練等の結果について共有し、支援の参考として
います。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、
具体的な支援内容が設定されている

はい
保護者様のご希望やアセスメント結果等を踏まえ、発達支援に重
点を置いて支援計画を作成しています。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている はい
日々保護者様と話し合うとともに、ケース会議を実施し、必要に
応じて計画の見直しを行っています。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成している

はい
児童の特性や課題に合わせて、個別の活動と集団での活動を組み
合わせ、活動に偏りが出ないよう実施しています。

平成29年度　自己評価結果

業
務
改
善

適
切
な
支
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の
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供

環
境
・
体
制
整
備

活動プログラムが発達支援として妥当性のあるものとなるよう、
職員同士で実施前・実施後の話し合いを徹底しています。毎回記
録を取り、それをもとに次回の活動プログラムを検討していま
す。

はい



⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を
共有している

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

はい
毎回の支援について、支援記録を取り、毎回の療育前に確認して
います。また、保護者様や関係機関との連携内容についても記録
しています。

⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

はい
毎月一度のモニタリングを実施しています。発達課題の変化や保
護者様からの要望など、必要が生じた際に計画の見直しを行って
います。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

はい
児童発達支援管理責任者および担当者が中心となって参加してい
ます。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係
機関と連携した支援を行っている

はい
地域子どもネットワーク機関の研修に参加し、関係機関と個別
ケースを通じた連携を行っています。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）地域の保健、医
療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し
た支援を行っている

㉔
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）子どもの主治医
や協力医療機関等と連絡体制を整えている

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

はい

併行通園先訪問・当センターへの見学による連携を随時実施して
います。また、当センター独自の「振り返りシート」を用いて、
保護者様を介して支援内容や療育中の様子について共有.を行って
います。

㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解
を図っている

はい
年長児童について、発達特性や課題、支援内容について書面で報
告しています。就学前健診等の時期に合わせて作成することで、
保護者様と就学先との連携に役立てていただいております。

㉗
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

はい 他の専門機関の実施する研修に参加しています。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

いいえ
利用児童のほとんどが併行通園しており、必要性が低いと考えら
れることから、実施しておりません。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している

はい
京都市南部障害者自立支援協議会児童部会、伏見区本所地域子ど
もネットワーク連絡会議、深草子ども支援ネットワーク会議等に
参加しています。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いる

はい
支援後に支援内容についてフィードバックを行っています。ま
た、個別面談を随時実施し、ご家庭での困りごとなどの相談に応
じています。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）の支援を行っている

はい
支援後のフィードバックや個別面談の際に、ご家庭での困りごと
について個別に助言を実施しております。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

はい 利用契約時にご説明しています。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達
支援計画の同意を得ている

はい
計画更新時に個別面談を実施し、保護者様からの要望を踏まえて
計画を発行しています。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行ってい
る

はい
毎回の利用時にご家庭や併行通園先での様子についてうかがい、
助言や支援の実施、関係機関との連携を実施しています。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

いいえ
現在のところ実施しておりません。今後、保護者支援の充実を検
討していきます。

保
護
者
へ
の
　

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

当日の療育を実施する職員間で、当日の活動の打ち合わせを行っ
ています。療育後は活動内容について振り返りを実施し、内容と
改善点を記録することで、活動プログラムを改善し、より効果的
かつ楽しめるものになるよう役立てています。

はい

現在、医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある子ども等
の利用がないため、支援は行っておりません。アレルギーや持病
等については、契約時・アセスメント時に保護者様に聞き取りを
行い、必要な配慮の確認・実施を行っています。

該当
せず



㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対
応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適
切に対応している

はい
寄せられた相談.・質問・苦情等については必ず記録を取るととも
に、管理者に報告し、適切な対応を協議したうえで対応していま
す。

㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

はい 毎月ブログを更新するとともに、施設内に掲示しています。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している はい
個人情報の記載された書類は、鍵のかかるキャビネットに保管
し、施錠を徹底しています。個人情報にアクセスできる端末に
は、パスワードを設定しています。

㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報
伝達のための配慮をしている

はい
視覚支援の実施、文書化、書類の読み上げなど、情報伝達のため
の配慮を実施しています。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

はい
法人内事業所や地域の関係機関と共催の講演会を毎年実施し、地
域の方々にも参加いただいています。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施してい
る

はい
各マニュアルについて毎年見直しと改定を行い、職員に周知して
います。今後は保護者様にも周知していきます。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

はい 年2回、定期的に避難訓練を実施しています。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

はい
ヒヤリハットが起きた当日に報告書を作成し、対策等を全職員で
共有しています。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

はい
虐待防止マニュアルを策定し、周知を徹底しています。また、虐
待防止の研修には原則として全員が参加しています。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計
画に記載している

該当
せず

身体拘束は原則として行っていません。

※この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

契約時・アセスメント時に保護者様に聞き取りを行っています。
また、毎回のおやつ時に直接確認していただいていることがあり
ます。

はい

非
常
時
等
の
対
応
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